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昨
年
、
北
陸
で
も
始
め
て
と
い
う
漁
民
住
宅
が
下
村
木
地
内
に
十
八
一戸
建

設
さ
れ
ま
し
た
が
、
乙
と
し
も
引
き
続
き
二
十
四
一戸
が
住
吉
地
内
に
建
て
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ζ

の
住
宅
は
、
漁
業
従
事
者
の
住
宅

不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
が
、
ロ
月
末
に
は
完
成

、
1
月
初
旬
か
ら
入
居
で
き
る
見
込
み

で
す
。住
宅
の
建
設
地
は
、
西
魚

津
駅
か
ら
や
く
五
百

M
離
れ

た
地
鉄
線
沿
い
の
住
吉
地
内

で
、
二
千
三
百
五
十
平
方

M

の
敷
地
に
、
六
戸
建
て
住
宅

四
棟
が
二
千
二
百
七
十
万
円

の
工
費
で
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
敷
地
の
中
央
に
は

緑
地
が
設
け
ら
れ
る
乙
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

建
物
は
、
第
二
種
簡
易
耐

火
構
造
二
階
建
て
プ
レ
ハ
ブ

住
宅
で
、

二
戸
の
の
べ
面
積

三
十
九

・
三
平
方

M
、

一
階

に
は
四
畳
、
台
所
、
便
所
な

ど
、
二
階
に
は
四
畳
と
三
畳

が
あ
り
ま
す。

幸良広市津

入

居

者

募

集

申
し
込
み
初
日
ま
で

マ
入
居
資
絡

・
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

・
現
在
漁
業
に
従
事
し
、
住
宅
へ
入
居

後
も
引
き
続
き
漁
業
に
従
事
す
る
人

で
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
。

魚

住
宅
入
居
者
の
募
集
は
、
次
の
よ
う

に
行
な
わ
れ
ま
す
。
入
居
希
望
者
は
ロ

月
初
日
(
水
)
ま
で
建
設
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
家
賃
は
未
定
で
す
が

四
千
円

i
四
千
五
百
円
の
見
込
み
で
す

-
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
の
あ
る
人
。

・
月
収
が
二
万
円
以
下
で
あ
る
人
。

マ
申
し
込
み
期
間
日
ロ
月
5
日
(
火
)

か
ら
ロ
月
却
日
(
水
)
ま
で
。

申
込
書
は
、
建
設
課
管
理
係
に
あ
り

ま
す
か
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
期

間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込

地
方
自
治
法
施
行
二
十
周
年
を
記
念
し

自
治
大
臣
か
ら
表
彰
う
け
る

m剛
一

魚
津
市
は
、
多
面
に
わ
た
り
経
営
が

引
劃

一
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、

月
物

一
地
方
自
治
法
施
行
二
十
周
年
を
記
念
し

制
糊

一
て
、
こ
の
ほ
ど
自
治
大
臣
か
ら
表
彰
さ

幻
種

一
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、
什
月
げ
日
東

同
川
一

京
都
日
比
谷
公
会
堂
で
行
な
わ
れ
ま
し

川
明

一
た
が
、
高
野
市
長
お
よ
び
宮
崎
市
議
会

一
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
(
県
内
で
は

一
五
市
町
村
が
受
賞
)

一

当
市
は
、
市
制
発
足
以
来
、
水
害
、

一
大
火
災
と
重
な
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま

り
一
し
た
が
、
全
市
一
丸
と
な
っ
て
復
興
事

(
一

業
を
す
す
め
、
ま
た
国
鉄
、

地
鉄
線
の

一
高
架
化
の
実
現
や
、
都
市
計
画
を
推
進

協んみ市議は のれ表 とわてし
力のな民会、乙でた彰したい
とど さの、市れすもさてりる近

、乙代
そと都
のな市
運どの
営 、形

が地態
す方を
ぐ行着
れ 政々
て全と
い般盤
るにえ

魚津市友道

中部印刷株式会社

男

出生 40 

死亡 22

婚姻

女計

28 68人

8 30人

47組

人口のうごき

住吉地内に

2 4戸建てる
み
の
多
い
場
合
は
、
ロ
月
下

旬
に
抽
選
を
行
な
う
乙
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
補
充
入
居

申
込
書
を
提
出
し
て
い
る
人

で
も
改
め
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

(写
真
H

上
は
建
設
中
の
住

吉
漁
民
住
宅
と
、

左
は
住

宅
の
平
間
図
〉

階
ど
努
力
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
、
全
市

の
先
栄
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

(
写
真
H
表
彰
状
と
表
彰
た
て
)

乙
の
調
査
は
、
ロ
月
引
日

現
在
で
実
施
さ
れ
、
わ
が
国

に
お
け
る
製
造
業
に
属
す
る

す
べ
て
の
事
業
所
に
つ
い
て

調
査
す
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ

る
製
造
業
に
関
す
る
国
勢
調

査
で
す
。

調
査
結
果
は
、
国
お
よ
び

地
方
公
共
団
体
の
諸
施
策
を

す
す
め
る
た
め
の
資
料
と
し

て
、
ま
た
民
間
企
業
の
実
務
上
の
参
考

資
料
と
し
て
、
あ
る
い
は
有
識
者
の
研

究
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
が

守
ら
れ
る
ζ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
の

で
、
調
査
員
が
伺
っ
た
際
に
は
ど
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

工業統計調査

市

で

は

、

市

史

の

編

さ

ん

を

す

す

め

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

越

沼

就

学

児

の

健

康

診

断

て
き
ま
し
た
が
、
来
春
に
は
江
戸
時
代
乙
の
市
史
は
、
申
し
込
み
に
よ
り
実
蛸
勃
踊

ま
で
掲
載
し
た
「
上
巻
」
を
発
刊
で
き
費
で
お
わ
け
す
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り

側
団
醐

来
年
4
月
か
ら
小
学
校
へ
入

る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
ま
す
が
、
各
ご
家
庭
に

一
冊
、
座
右
の

剛
嘩
副

学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診

「
上
巻
」
は
、
魚
津
に
居
住
し
た
先

書
と
し
て
お
備
え
い
た
だ
き
た
い
本
と
官
E
・

断
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当

住
民
の
石

・
土
器
時
代
か
ら
今
日
の
社
思
い
ま
す
。

関
白
凶

者
は
昭
和
初
年
4
月
2
日
か
ら

会

の

監

購

入

問
問
嗣
昭
和
幻
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

長

魚
津
市
史
上
巻
(
鍔
哨
)
を

語

翻

日

悦

訪
問
認
可

賀
器
械

来

春

発

刊

ど
は
、
自
通
知
の
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し

下

の

限

後

日

、

川
た
ら
教
育
委
員
会
へ
と
連
絡
く
だ
さ

代
ま
で
を
、

当
市
の
郷
土
史
家
に
よ
っ
各
ご
家
庭
へ
配
布
す
る
ζ

と
に
な
っ
て
川
い
。

て
、
く
わ
し
く
解
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
す
が
、
印
刷
の
関
係
も
あ
り
ま
す
川
な
お
、
検
診
日
に
は
保
護
者
付
き

七
百
頁
余
り
に
わ
た
り
、
学
生
か
ら
の
で
、
早
め
に
市
役
所
総
務
課
へ
お
申
川
添
い
の
う
え
、
午
後
1
時
ま
で
に
各

老
人
ま
で
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
読
し
込
み
く
だ
さ
い
。
川
小
学
校
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
わ

か

り

や

す

い

な

お

、

明

治

以

降

も

引

き

続

き

編

さ

川

場

所

検

診

日

文
章
で
述
べ
ら
れ
、
親

し

み

深

い

魚

津

ん

に

取

り

か

か

る

予

定

で

す

。

川

口

口

月

方
積
小
学
校

4
日
(
月
〉

の
歴
史
書
で
、
写
真
や
く
四
百
枚
が
収

I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
|
川
住
吉
小
学
校

6
日
(
水
〉

道
下
小
学
校

6
日
(
水
〉

市
教
委
で
は
、
三
十
歳
州

経
団
小
学
校

6
日
(
水
〉

で

以
上
六
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
川

村
木
小
学
校

7
日
〈
木
)

ト

ト

の
男
女
を
対
象
に
体
力
テ
川

白

川

上

中

島

小

学

校

7
日
(
木
)

ス

本

ス
卜
を
行
な
い
ま
す
。
当
川

松
倉
小
学
校

7
日
(
木
)

テ

ト

日
は
①
反
復
横
と
ぴ
、
①

川

天
神
小
学
校

7
日
(
木
)

力

4

握
力
、
①
垂
直
と
ぴ
、
④

川

¥

体

刊

ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
プ
ル
、
①

…

持

品

蹴

山

日

…

…

…

…

年

三

急
歩
一
一
山
五
種
目
宇
佐
テ
ツ
川
片
貝
小
学
校
ロ
日
(
火
〉

壮

ト
し

言
録
表

ι記
入

川

上

F
方
、
西
布
施
、

大
町
小
学
校

自
分
の
体
力
を
確
か
め
る
川

E

川
は
実
施
ず
み
で
す
。

と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
体
川

力
を
乙
の
機
会
に
試
し
て
み
て
は
い
か
州

が
で
し
ょ
う
。

マ
日
時
H
ロ
月
3
日
(
日
)
午
前
9
時
川

か

ら

川

マ
場
所
H
村
木
小
学
校
講
堂

川

移

転

就

職

者

用

宿

舎

大
海
寺
野
地
内
に
八
十
戸
建
設

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
移
転
就
職

者
用
宿
舎

(
離
職
舎
住
宅
)
を
大
海
寺

野
地
内
に
八
十
戸
建
設
す
る
こ
と
に
な

り
什
月
中
旬
か
ら
工
事
に
と
り
か
か
り

ま
し
た
。

と
の
宿
舎
の
敷
地
面
積
三
千
八
百
九

十
四
平
方

M
で
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
四
階
建
て
二
棟
(
一
棟
四

十
戸
)
で
す
。
一

一戸
あ
た
り
の
面
積
は

三
十
四

・
六
平
方

M
で
、
四

・五
畳
、

六
畳
、
台
所
、
浴
室
、
玄
関
、
便
所
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

総
工
費
は
や
く
一
億
円
、
来
年
什
月

末
に
完
成
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す

戦
没
者
の
遺
族
に

特

別

弔

慰

金

大
東
亜
戦
争
の
戦
没
者
な
ど
の
遺
族

に
対
し
て
特
別
弔
慰
金
三
万
円
が
支
給

さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

該
当
者
で
ま
だ
請
求
手
続
き
を
し
て

い
な
い
人
は
、
社
会
福
祉
事
務
所
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
条
件
お
よ
び
資
格
H
昭
和
同
年
ロ
月

8
日
以
後
、
公
務
傷
病
に
よ
っ
て
死

亡
さ
れ
た
軍
人
、
軍
属
な
ど
の
遺
族

(
父
母
、
妻
、
兄
弟
姉
妹
)
の
う
ち

昭
和
刊
年
4
月
1
日
現
在
、
だ
れ
も

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受
け
て

い
な
い
と
き
、
そ
の
う
ち
の
代
表
者

一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に

特

別

給

付

金

こ
の
ほ
ど
傷
い
軍
人
な
ど
の
妻
に
対

し
て
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
と
と

に
な
り
ま
し
た
。
乙
れ
は
、
戦
傷
病
者

な
ど
と
精
神
的
、
肉
体
的
に
苦
労
さ
れ

八
移
転
就
職
者
用
宿
舎
は

V

こ
の
宿
舎
は
、
公
共
職
業
安
定
所
の

紹
介
に
よ
り
、
入
手
の
足
り
な
い
地
域

の
事
業
所
に
就
職
す
る
人
々
が
、
そ
の

地
域
で
、
公
営
住
宅
な
ど
適
当
な
住
宅

を
確
保
す
る
ま
で
の
問
、
居
住
で
き
る

よ
う
に
雇
用
促
進
事
業
団
が
国
費
を
も

っ
て
建
設
す
る
施
設
で
す
。

な
お
、
入
居
で
き
る
期
間
は
原
則
と

し
て
二
年
未
満
で
す
が
、
そ
の
期
間
内

に
転
居
す
る
た
め
の
適
当
な
住
宅
が
確

保
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
貸
与
期
間

を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
妻
に
対
し
て
、
国
が
特
別
の
慰
謝
を

行
な
う
た
め
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

次
の
よ
う
な
人
は
、
社
会
福
祉
事
務

所
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
0

.
戦
傷
病
者
と
は
日
昭
和
ロ
年
7
月
7

日
以
降
に
公
務
上
負
傷
ま
た
は
疾
病

に
よ
っ
て
、
不
具
廃
疾
と
な

っ
た
軍

人、

軍
属
、
準
軍
属
な
ど
で
、
昭
和

初
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
恩
給
法

に
よ
る
特
別
項
症
か
ら
第
七
項
症
ま

で
に
該
当
す
る
人
で
す
。

・
対
象
に
な
る
妻
と
は
H
昭
和
初
年
4

月
1
日
に
お
い
て
戦
傷
病
者
の
妻
で

あ
っ
た
人
。

・
支
給
金
額
H
十
万
円
。
十
年
償
還
の

無
利
子
国
債
に
よ
っ
て
支
給
。

市
庁
舎
の
四
階

に
は
市
議
会
議
場

が
で
き
、
や
く
七

十
人
入
れ
る
傍
聴
席
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
議
会
は
だ
れ
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
定
例
市
議
会
は
ロ
月
中

旬
に
ひ
ら
れ
る
予
定
で
す
が
、
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
議
会
事
務
局

へ
ど
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ
さ
い

市
議
会
は
傍
聴

で
き
ま
す

市では、高校あるいは大学へ入学されてい

る人を対象に奨学資金をお貸ししています。

希望者は、市教育委員会へ12月11日(月)

までお申し込みください。ただし来春高校へ

入学を希望されている人は、在学している中

学校長へお申し込みを。

b金額と人員

「奨学資金が借りられます「

」一一一 11日まで申し込みを一一一J

保
母
の
採
用
試
験

種

痘

マ
該
当
者

・
昭
和
初
年
4
月
2
日
か
ら
幻
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
来
春
小

-大学=月額

・高校=月額

[>借りられる人

-市内に居住する人 ・学資の支払いが困難

な人 ・身体強健、品行方正で、学業成績

のよい人 ・在学している学校長の推薦が

ある人 ・日本育英会、富山県奨学資金、

母子福祉資金など、学資の貸与を受けてい

ない人

2人

6人

5.000円

2.000円

-
昭
和
げ
年
4
月
2
日
か
ら
間
和
包
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

魚
津
市
内
に
在
住
の
人
で
す
。

マ
試
験
日
と
場
所

ロ
月
げ
日
(
日
)
午
後
1
時
か
ら
市

役
所
で

く
わ
し
い
こ
と
は
秘
書
人
事
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
で
は
保
母
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
な
い
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
、
口
月
9
日
(
土
)

正
午
ま
で
秘
書
人
事
課
へ
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
受
験
資
格

児
童
福
祉
法
施
行
令
第
十
三
条
第
一

一
今
月
の
市
税
|

項
第
二
号
に
よ
る
保
母
資
格
を
有
す

一

る
も
の
。
ま
た
は
昭
和
何
年
3
月
末

一

固

定

資

産

税

日
ま
で
に
保
母
資
格
取
得
見
込
み
の

一

納

期

限

は

印

月

郡

日

で

す

も
の
o

F

第

3
期

幼

児

検

診

学
校
へ
入
学
す
る
人

・
来
年
3
月
、
小
学
校
を
卒
業
す
る
人

マ
有
熱
者
、
心
臓
血
管
系
、
協
同臓
ま
た

は
肝
臓
に
疾
忠
の
あ
る
人
、
病
後
哀

弱
者
、
い
ち
じ
る
し
い
栄
養
障
害

者
、
ア
レ
戸
ギ
1
体
質
、
け
い
れ
ん

性
体
質
、
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
の
人

は
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

校

下

接

種

目

検

診
日

場

所

ロ

月

刊

μ
月

天
神

4
日

7
日

小

学

校

松
倉

4
日

7
日

小
学
校

上
野
方

5
日

8
日

小

学

校

西
布
施

5
日

8
日

小

学

校

本

江

什

日

同

日

小

学

校

上

中

島

け

白

川

日

小

学

校

白

倉

日

日

同

日

小

学

校

経

団

日

日

同

日

小

学

校

大

町

ロ

日

同

日

小

学

校

片

貝

日

日

目

日

小

学

校

村

木

日

日

目

日

小

学

校

住
吉

日

日

間

日

小

学

校

道

下

日

日

間

日

小

学

校

加

積

は

川

田

山

田

小

学
校

受
付
け
時
間
は
午
後
1
時

i
2
時

該
当
者
は
、
昭
和
白
年
8
月
1
日
か

ら
引
年
6
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
で
す
。

校

下

検

診
日

場
所

ロ
月

四

布

施

ロ

日

小

学

校

受
付
け
時
間
は
午
後
1
時

i
2時

'圃圃圃圃園田・・・・圃圃a

品
川
仇
パ
州
)
榊

申
し
込
み
は

初

日

ま

で

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
堂
に
集
ま
っ

て
新
年
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
新
年
祝

賀
交
歓
会
を
こ
と
し
も
次
の
よ
う
に
ひ

ら
き
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は

は
月
別
日
(
水
)
ま
で
会
貨
を
添
え
て

市
役
所
秘
書
人
事
課
ま
た
は
連
絡
所
、

あ
る
い
は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

マ
日
時
昭
和
刊
年
1
月
1
日

午
前
叩
時
加
分

マ
場
所
市
役
所
大
会
議
室

マ
会
費

一
人
二
百
円

八
新
年
祝
賀
交
歓
会

V
は、

申
し
込
み

さ
れ
た
人
の
名
簿
を
印
刷
し
、
当
日

会
場
で
お
渡
し
す
る
と
と
も
に
、
会

場
で
は
、
新
年
の
式
典
の
あ
と
、
簡

単
な
祝
宴
を
ひ
ら
き
、
新
し
い
年
の

し
あ
わ
せ
を
祈
っ
て
全
員
で
万
歳
を

三
唱
し、

交
歓
会
を
終
わ
る
乙
と
に

な
っ
て
い

ま
す
。



(2) 

ー
酒
酔
い
運
転
追
放
の
た
め
に
l

(昭和7年 9月13日)
第3種郵便物認可

「
酒
は
百
薬
の
長
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
う
れ
し
い
に
つ
け
哀
し
い
に
つ
け
、

ま
た
、
う
さ
晴
ら
し
に
適
度
に
用
い
れ
ば
、
確
か
に
百
薬
の
長
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
交
通
の
う
え
で
は
、
酒
は
人
殺
し
の
長
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
の
統
計
を
み
ま
す
と
、
間
和
引
年
中
に
酒
酔
い
運
転
に
よ
る
事

故
の
割
合
は
、
全
国
で
六

・
七
折
、
富
山
県
七
・
七
折
、

魚
津
市
九
析
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
死
亡
事
故
の
う
ち
、
酒
酔
い
が
原
因
の
死
亡
事
故
割

合
は
全
国
で
一
一

・
八
折
、
富
山
県

一
八
・
九
折
、

魚
津
市
六

O
軒
と
な
っ

て
い
ま
す
。

悲

惨

な

事

故

酒
酔
い
に
よ
る
事
故
は
、
全
国
で
は

全
事
故
の
第
四
位
、
富
山
県
第
二
位
、

魚
津
市
で
も
第
二
位
で
、
死
亡
事
故
に

い
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第

「
位
で
す

酒
酔
い
運
転
事
故
の
特
徴
は
、

・
静
止
物
件
、
つ
ま
り
電
柱
や
塀
に
衝

突
す
る
。

・
駐
車
中
の
自
動
車
に
衝
突
す
る
。

・
対
向
車
に
ま
ど
わ
さ
れ
、
視
力
が
回

復
す
る
ま
で
の
時
間
が
正
常
な
と
き

よ
り
か
か
る
の
で
、
対
向
車
と
正
面

衝
突
す
る
。

・
道
路
を
見
誤
っ
て
路
外
へ
転
落
す
る

.
夜
間
に
多
い
0

・
大
き
い
事
故
に
な
り
、
死
亡
率
が
高

い
な
ど
で
す
。

飲
み
屋
が
七

o
r

酒
酔
い
運
転
は
悪
い
ζ

と
だ
と
知
り

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
盟
由
で
飲
ん
で

し
ま
っ
た
の
か
調
べ
て
み
ま
す
と
、

「友
人
の
つ
き
あ
い
で
、
ど
ち
そ
う
さ

れ
た
」
と
い
う
の
が
非
常
に
多
く
、
そ

の
う
ち
、

「自
分
か
ら
す
す
ん
で
・」

と

い
う
の
と
、

「
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま

に
」
と
い
う
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い

ま
す
。飲
ん
だ
方
は
も
ち
ろ
ん
、
飲
ま
せ
る

方
も
問
題
で
す
が
、

「
ζ

れ
く
ら
い
な

ら
」
と
い

っ
た
よ
う
な
会
話
が
と
り
か

ラ
-
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す

M
一

飲
ん
だ
場
所
は
、
昨
年
の
統
計
に
よ

ー一

り
ま
す
と
、
次
表
の
と
お
り
で
す
O

i
-

-

-

1
一

一
区

分

一
魚
津
市

一
富
山
県
一

月
-

一

一

私
一

む

2
一

一
飲
み
屋

一七

0
・
五
一
五
三

・
O
一

汁一

一
勤
め
先
一
五

・
九
一一一

・
二

μ
一

一
知
人
宅

一
五
・
九
一
八

・
七
一

4
一

一
自
宅
一
一
一

・
八
一
五
・
O
一

和一

一
行
楽
地

一
五
・
九
一
三

・
四
一

昭一

一
そ
の
他

一

l
一
一
八

・
八
一

一

み
な
さ
ん
、
と
の
統
計
を
み
て
何
か

わ一

を
考
え
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

日一

富
山
県
の
人
口
は
や
く
百
万
人
で
す

η
一
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
は
二
十
六

第
一
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

，四
人
に
一

人
が
運
転
免
許
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
は
、
子
ど

報広市津魚

を
起
こ
し
た
と
と
に
な
る
と
い
う
こ
と

が
お
気
付
き
に
な
る
で
し
ょ
う。

ふ

え

て

い

る

酒

飲

み

運

転

市
内
に
お
け
る
酒
酔
い
運
転
事
故
の

発
生
比
率
は
、
引
年
中
に
お
い
て
県
内

第

一
位
い
う
恥
ず
か
し
い
・
記
録
を
残
し

ま
し
た
。
そ
の
七

0
・
五
軒
が
市
内
の

飲
み
屋
で
飲
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
。

乙
と
し
の
叩
月
末
ま
で
の
市
内
に
お

け
る
酒
酔
い
運
転
の
事
故
比
率
は
五

・

七
軒
で
す
。
昨
年
く
ら
べ
て
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
、

酒
を

飲
ん
で
自
動
車
を
運
転
す
る
人
が
減
少

し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

轡
察
官
の
取
締
り
に
よ
っ
て
、
酒
酔

い
運
転
で
検
挙
さ
れ
る
人
が
、
昨
年
よ

り
、
グ
ー
ン
と
増
加
し
て
や
く
三
倍
に
な

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
事
故
を
起
こ

さ
な
い
前
に
検
挙
さ
れ
る
た
め
に
事
故

に
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
減
少
し
た
も
の

で
、
残
念
な
が
ら
運
転
者
み
ず
か
ら
の

自
覚
に
よ
っ
て
、

減
少
し
た
も
の
で
な

い
と
言
え
る
わ
け
で
す
。

と
の
よ
う
に
酒
酔
い
運
転
を
す
る
と

事
故
を
起
こ
し
ゃ
す
い
、

事
故
が
起
こ

れ
ば
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
被
害
者
の
不
幸
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
家
族
の
不
幸
、
苦
し
み
は
申

す
に
お
よ
び
ま
せ
ん
。

事
故
を
起
こ
し

た
と
き
の
補
償
が
と
も
な
っ
て
く
る
と

事
故
を
起
と
し
た
者
は
も
と
よ
り
、
そ

の
家
族
の
苦
労
を
考
え
る
と
、

一
家
総

ぐ
る
み
で
、
酒
酔
み
運
転
を
し
な
い
よ

う
、
ま
た
さ
せ
な
い
よ
う
つ
と
め
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
あ
、
ま
あ

ご
仲
〈
ら
い
:
・

・・
が
穴
事
故
の

も
と

ρ

火
の
元
に
ご
用
心
d

-
!
1
1
 

n
4‘
4
2
u
E
b
 

歳
末
特
別
警
戒

乙
れ
か
ら
寒
く
な
る
に
し
た
が
っ
て

暖
房
な
ど
の
た
め
、
火
を
取
り
扱
う
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
と
く
に
年
末
は

多
忙
に
ま
ぎ
れ
例
年
火
災
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
各
ご
家
庭
で
は
、
火
災
の
予

防
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
で
は
は
月
引
日
か
ら
引
日

ま
で
の
十

一
日
間
、
歳
末
特
別
響
戒
を

実
施
し
ま
す
。
と
く
に
却
日
か
ら
三
日

間
は
、
非
常
響
戒
期
間
と
し
て
、
火
災

に
対
す
る
注
意
を
う
な
が
す
た
め
、
年

前
7
時
と
午
後
9
時
の
二
回
、
サ
イ
レ

ン
と
欝
鎖
を
嶋
ら
し
ま
す
。

魚
津
市
納
税
表
彰
式
な
ら
び
に
納
税
大
海
寺
新
五
区
)
桐
岡
四
郎
(
文

貯
蓄
組
合
長
会
議
は
、
日
月
お
日
市
役
化
町
一
区
)
赤
祖
父
住
子
〈
魚
津

所
大
会
議
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
芸
妓
〉
高
野
き
く
い
(
旭
芸
妓
〉

納
税
表
彰
式
に
は
、
五
年
以
上
も
納
西
尾
重
蔵
(
西
尾
崎
)

税
貯
蓄
組
合
長
を
つ
と
め
ら
れ
、
優
良

マ
優
良
納
税
貯
蓄
組
合

な
組
合
運
営
に
つ
く
さ
れ
た
十
二
名
と

岡
町
区
、
新
金
屋
一
区
、
臼
屋
区
、

昭
和
引
年
度
中
に
市
税
を
納
期
内
に
百
上
町
二
区
、
上
野
区
、
升
方
区
、
川

軒

納

付

原

区

、

さ
れ

た

納

税

成

積

の

よ

か

っ

た

湯
上
区

三
十
貯

1
2
4
1
1
4
6

大
熊
区

蓄
組
合

'
1
4
主

-

r

C

5

r

鉢
区
、

が
市
長

加

納

税

貯

蓄

組

合

な

ど

表

彰

虎
谷
区

か

ら

そ

池

谷

区

れ

ぞ

れ

表

彰

さ

れ

ま

し

た

。

坪

野

区

、

稗

畠
区
、
観
音
堂
区
、
大

マ
優
良

納

税

功

労

者

海

寺

野

一

区

、
本
江

一
区
、
友
道
本

木
村
竹
松
(
金
屋
一
区
〉
黒
崎
松
町
区
、
文
化
町

一
区
、
文
化
町
二
区

次
郎
(
新
金
屋
三
区
)

大
野
政
次
魚
津
芸
妓
区
、
道
坂
区
、
東
城
一
区

郎
(
元
町
区
)
池
田
は
つ
え
(
大
東
城
二
区
、
島
尻
一
区
、
山
女

一
区

町
区
)
三
村
常
英
(
紺
屋
区
)
平
沢
二
区
、
黒
谷
区
、
大
菅
沼
区
、

沢
田
茂
次
郎

(上
町
一
区
)

椎
名
村
木
十
二
区
、
旭
芸
妓
区
、
立
石
区

与
吉
(
弥
源
寺
)
宮
坂
作
次
郎

ハ

入

船
町
区

最
近
市
内
で
自
転
車
の
盗
難

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

7

月
か
ら
円
月
中
旬
ま
で
に
五
十

四
台
も
嘗
察
署
へ
自
転
車
盗
難

の
届
け
出
が
あ
り
ま
し
た
。

・
昼
と
夜
の
盗
難
時
聞
を
み
ま

す
と
、
昼
が
二
十
七
台
、
夜

が
三
十
七
台
と
な
っ
て
い
ま

す。
・
盗
ま
れ
た
車
の
全
部
が
市
街

地
の
住
宅
前
の
路
上
に
置
い

で
あ
っ
た
も
の
で
、
錠
は
か

け
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
防
犯
登
録
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
ゃ

く
三
割
に
あ
た
る
十
八
台
が
登
録
を

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

自
転
車
は
必
ず
防
犯
登
録
し
て
、

早

く
発
見
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

登
録
は
近
く
の
自
転
車
屋
さ

ん
を
通
じ
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

ま
た
、
盗
難
届
け
を
出
さ
れ
た
後
、

発
見
さ
れ
た
と
き
は
醤
察
署
へ
と
連

絡
く
だ
さ
い
。
(
魚
津
響
察
署
〉

自転車盗難にご注意

九

-
五
校
の
世
帯
が
貯
蓄

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
で
は
、
間
和

お
年
か
ら
毎
年

一
回
「
貯
蓄
に
関
す
る

世
論
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

と
し
の

6
月
に
行
な
っ
た
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、

預
貯
金
、
貸
付
金
銭
信
託
、

生
命
保
険
、
株
式
な
ど
の
金
銭
的
な
貯

蓄
を
し
て
い
る
世
帯
は
、
全
体
の
九
一

・
五
析
に
の
ぼ
り
、
貯
蓄
保
有
率
は
昭

和
初
年
の
七
七

・
八
軒
よ
り
漸
次
ふ
え

て
き
て
お
り
ま
す
。
病
気
や
不
時
の
災

害
の
備
え
に
貯
蓄

ち
な
み
に
、
貯
蓄
保
有
世
帯
で
は
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
貯
蓄
を
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
「
病
気
や
不

時
の
災
害
の
備
え
と
し
て
」
が
圧
倒
的

に
多
く
八

一
・
二
折
、
つ
い
で
「
子
ど

も
の
教
育
費
や
結
婚
資
金
に
あ
て
る
た

め
」
と
い
う
世
帯
が
五
八

・
二
軒
、
土

地
家
屋
の
買
い
入
れ
、
新
築
、
修
理
、

改
築
が
三
五

・
こ
が
引
と
な
っ
て
い
ま
す

貯
蓄
に
つ
い
て
の
心
が
け
と
し
て
は

「
き
ま
っ
た
額
を
天
引
き
し
て
貯
蓄
に

ふ
り
む
け
て
い
る
」
が
も
っ
と
も
多
く

四
三
・

こが
れ
、
つ
い
で
「
む
だ
を
省
い

た
り
節
約
し
た
り
し
て
い
る
」
三
七
・

四
折
、
「
臨
時
収
入
は
で
き
る
だ
け
貯

蓄
し
て
い
る
」
が
三
七

・
三
折
、

「副

家
屋
の
新
築
・
取
り
こ
わ
し
な
ど

必

ず

届

け

出

を

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、
毎

年
1
月
1
日
現
在
で
、
そ
の
所
有
者
に

課
税
す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
課
税
の
適
正
を
期
す
た
め

こ
と
し
に
入
っ
て
新
築
さ
れ
た
家
屋
な

ど
に
つ
い
て
、

9
月
ご
ろ
か
ら
調
査
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
で
、

1
月
1
日
以
後
、

家
屋
を
新
築

さ
れ
た
り
、増
改
築
、
ま
た
は
取
り
こ
わ

し
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ロ
月
別
日
(

水
)
ま
で
市
役
所
税
務
課
へ
お
届
け
願

い
ま
す
。
お
届
け
の
際
に
は
印
鑑
が
必

要
で
す
。

な
お
、
実
際
に
家
屋
の
取
り
こ
わ
し

ゃ
新
築
な
ど
が
あ
っ
て
も
、

登
記
さ
れ

な
い
場
合
や
、
調
査
も
れ
の
場
合
に
は

国
道
八
号
線
(
上
村
木
l
本
江
間
)
ぞ
い
に

配

水

管

を

敷

設

水
道
局
で
は
、
国
道
八
号
線
上
村
木

交
差
点
か
ら
瞥
察
署
前
交
差
点
ま
で
の

区
間
、
延
長
八
百
討
に
配
水
管
の
敷
設

工
事
を
い
そ
い
で
い
ま
す
。

工
事
は
同
道
路
の

一
部
を
堀
り
、
直

業
、
内
職
な
ど
の
収
入
を
貯
蓄
し
て
い

る
」
九

・
五
校
と
、

一
般
的
に
日
常
の

家
計
の
な
か
か
ら
工
夫
し
て
貯
蓄
に
努

力
し
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
六
千
世
帯
を
選

ぴ
調
査
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
お
お
よ

そ
全
国
の
実
態
を
つ
か
ん
だ
も
の
と
み

ま
す
と
、
九

O
軒
の
世
帯
は
貯
蓄
を
し

て
い
る
と
い
う
乙
と
が
で
き
ま
す
。

什
月
却
日
か
ら
ロ
月
い
っ
ぱ
い
は
、

貯
蓄
増
強
歳
末
特
別
運
動
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
消
費
の
合
理
化
と
、
貯

蓄
の
実
践
を
は
か
る
た
め
に
も
、
ボ
ー

ナ
ス
、
農
産
物
代
金
な
ど
、
臨
時
あ
る

い
は
季
節
的
収
入
は
、

計
画
的
な
く
ら

し
の
設
計
に
役
立
て
る
た
め
、
ひ
と
ま

ず
貯
蓄
に
ふ
り
む
け
る
よ
う
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

径
二
百
五
十
ミ
リ
の
鋳
鉄
管
を
敷
設
し

て
い
ま
す
が
、
ロ
月
末
ま
で
に
終
わ
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
、
上
水
道
の
拡
張
事
業
の

一

つ
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
こ

れ
が
終
わ
り
ま
す
と、

国
道
八
号
線
ぞ
い
の
山

側
に
あ
る
本
江
、
相
の

木
、
友
道
な
ど
に
あ
る

住
宅
や
事
業
場
に
も
給

水
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

総
工
事
費
は
八
百
三
十

万
円
。
(写
真
H
相
の
木
地
内

で
の
配
水
管
の
敷
設

工
事
)

寄

付

一
万

円

友

道

高

橋

実

五

千

円

住

吉

松

本

長

吉

五

千

円

大

町

室
沢
幹
春

二
千
円

下

新

町

只
石
健
次
郎

香
典
返
し
の

一
部
を
社
会
福
祉
援
護

金
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

年

末

年

始

年
末
に
は
ご
家
庭
の
大
掃
除
な
ど
に

よ
り
、
多
く
の
ご
み
が
排
出
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
市
で
は
年
末
は
ロ
月
初
日

ま
で
ご
み
を
収
集
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
各
家
庭
で
は
、
早
め
に
大
掃
除

を
さ
れ
て
、
収
集
日
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。
乙
と
し
最
後
の
収
集
日
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

も
や
老
人
を
除
く
と
、

男
の
大
部
分
が

車
を
運
転
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
た
ち

だ
と
言
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

魚
津
市
の
酒
酔
い
事
故
の
飲
ん
だ
場

所
は
、
統
計
で
飲
み
毘
が
七

0
・
五
官
ょ
っ
ぱ
ら
い

と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と、

事
故

辺転

を
起
こ
し
た
大
部
分
の
人
が
、
料
理
屋

バ
l
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
飲
食
屈
な
ど
で

飲
ん
だ
後
、
自
動
車
を
運
転
し
て
事
故

課
税
価
格
を
訂
正
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
不
動
産
登
記
法
第
九
十
三
条

に
よ
り
ま
す
と
、
家
屋
の
新
築
な
ど
の

場
合
は、

一
か
月
以
内
に
法
務
局
へ
申

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

市
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
、
昭
和

引
年
度
中
に
一

人
も

医
師
に
か
か
ら
な
か
っ
た
世
帯
で
、

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
家
庭
を
表

彰
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
二
百
一
世
帯
で

内
訳
次
の
と
お
り。

魚
津
四
十
四
、
下
中
島
十
、
上
中
島

十
二
、
松
倉
十
四
、
上
野
方
九
、
下

野
方
十
六
、
片
貝
五
、
加
積
十
五
、

道
下
三
十
四
、
経
団
二
十
五
、
天
神

十
、
西
布
施
七

健
康
家
庭
を

表

彰

小
口
事
業
資
金
を
ど
う
ぞ

小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
小
口
事
業

資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

一
事
業

者
あ
た
り
運
転
資
金
は
三
十
万
円
、
設

備
資
金
は
五
十
万
円
ま
で
で
す
。
希
望

者
は
商
工
水
産
課
へ
お
申
し
込
み
を
。

電
話
級
無
線
通
信
士

養

成

講

習

会

電
話
級
無
線
通
信
士
講
習
会
は
、
県

お
よ
び
市
が
主
催
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

通
信
士
の
講
習
会
は
、
今
後
し
ば
ら
く

な
い
見
込
み
で
す
か
ら
、
若
い
出
漁
団

員
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

船
舶
職
員
と
し
て
の
技
術
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
講
習
期
間
H
1
月
5
日
か
ら
五
十
日

間
(
日
曜
日
を
除
く
〉

マ
場
所
H
市
民
会
館

マ
募
集
人
員
H
三
十
名

マ
講
師
H
北
陸
電
波
管
理
局
派
遣
講
師

マ
申
し
込
み
H
受
講
希
望
者
は
ロ
月
却

日
(
水
)
ま
で
、
商
工
水
産
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
三

十
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

の

み

集

め

ち画、内

L-

お
日
H
木
曜
日
収
集
区
域

却
日
H
金
曜
日
収
集
区
域

初
日
H
土
曜
日
収
集
区
域

ま
た
、

1
月
は
、

5
日

(
金
)
か
ら

ど
み
集
め
を
始
め
ま
す
が
、

6
日
(
土
)

は
、
木
、
土
曜
日
の
収
集
地
区
を
ま
わ

る
こ
と
に
し

τい
ま
す
。

マ
ご
贈
答
小
包
は
ロ
月

日
日
ご
ろ
ま
で
に
お

出
し
く
だ
さ
い
。
日

日
を
過
ぎ
ま
す
と
、

年
賀
状
が
ど
っ
と
出

ま
わ
り
、
た
い
へ
ん

混
み
合
い
ま
ず
か
ら

早
め
に
お
出
し
願
い

ま
す
。

マ
年
賀
状
は
辺
日
ご
ろ

ま
で
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。
年
賀
状
は
日
日
か
ら
特
別
取

扱
い
を
開
始
し
ま
す
。
お
し
迫
っ
て

か
ら
お
出
し
に
な
り
ま
す
と
、
元
日一

の
配
達
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

マ
年
賀
状
は
、
官
製
は
が
き
と
私
製
は

が
き
に
区
別
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い

年
賀
状
を
た
く
さ
ん
お
出
し
の
と
き

は
、
な
る
べ
く
市
内
と
県
内
、
県
外

と
に
分
け
て
、
別
々
に
た
ば
ね
て
、

表
面
に
そ
れ
ぞ
れ
紙
札
を
そ
え
て
く

だ
さ
い
。
私
製
、
官
製
は
が
き
に
は

「
年
賀
」

と
記
載
す
る
か
、

「
年
賀

郵
便
」
と
書
い
た
紙
札
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

マ
あ
て
名
は
正
確
に
、
包
装
は
し
っ
か

り
と
、
小
包
に
荷
札
を
二
枚
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

年末の郵便物

早めにお出しを

官

マ
:・
ダ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
を
み
な
が
ら
統

け
て
回
し
て
く
だ
さ
い
。
途
中
で
五

秒
以
上
休
む
と
、
そ
れ
以
上
ダ
イ
ヤ

戸
し
て
も
つ
な
が
ら
な
く
な
り
ま
す

マ:・
受
話
器
を
キ
チ
ン
と
か
け
て
お
か

な
い
と
、
お
宅
の

電
話

は

「
話
し

中
」
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

電
話
は
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
か
か

っ
て
く
る
の
を
、
い
つ
で
も
O
K
の

状
態
に
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

コ
1
ド
が
か
ら
ま
っ
た
り
な
ど
し
て

「
受
話
器
が
浮
い
て
い
な
い
か
」
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

(魚
津
電
話
局
)

電

話

の

正
し
い
使
い
方年

末
に
な
り
ま

す
と
、
た
く
さ
ん

の
人
か
ら
く
み
取

り
申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

い
ち
ど
に
処
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
刊

日
ど
ろ
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す

ふ
ん
尿
の
く
み

取
り
は
早
め
に

八
日
曜
日
の
当
番
医
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